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第１層生活支援コーディネーター



本日の流れ

１，振り返り・整理

２，事例紹介

３，意見交換・協議

４，多様な生活支援の情報収集について



1，これまでのプロジェクトの振り返りと整理



■ 同居人がいるために頼めない家事

■ 調理・買い物・掃除などで時間に収まらないもの

■ 単発または季節的に起こる家事

例）カーテンや洗濯機、絨毯の洗浄 大掃除や衣替え

換気扇やエアコンの掃除 窓やベランダの掃除

裁縫 単発に生じる買い物

ごみの整理（天袋なども）

■ 通院同行

■ 振込

■ 家具を移動するなどのレイアウト変更

■ 自宅や家具の修繕

■ 家具の解体や設置

■ 剪定

■ 電化製品の修理

■ 散歩の付き添い

介護保険や住民主体による訪問型サービス（訪問B）以外の自費サービス介護保険や住民主体による訪問型サービス（訪問B）以外の自費サービス



□ 生活支援ニーズの中には、その場でちょっとサポートすればできることも多い。

□ サロンや自治会、老人クラブなどでも住民同士の助け合いがあるところもある。

ただ、参加できない（したくない）人もいる。

□ 信頼ある人が1.2人いると情報も届きやすい。

それが高齢期になると近所の人や友達とも限らず、民間サービスの場合もある。

□ お弁当配達にプラス５分のちょこっとサービスは、とても助かっているとよく聞く。

□ 介護保険や総合事業のサービスでは賄えないすきまの困りごとがある

使う側目線



□ 実際には、ちょこっとサポートやっている

□ 困っている人にサービス紹介だけでなく、その場で手助けできる仕組みがあるといい

□ 「ここまで立ち入っていいのか」と思う時がある

□ お金やポイントが入るのだとしたら個人のほうがいい

□ 事業所にお金が入ると「みんなでやろう」と言いやすい

□ 多摩市に住んでいない人も活用できるといい（学生や在勤者など）

提供する側目線



企業や団体などが取り組む

「本業＋ちょこっとサービス」の

先行事例って？





２，意見交換

〇自分が、または自分の周囲の人が使うときを想像して、

どうだったら使いやすいか

〇各企業や団体における企業ボランティアについて



3，多様な生活支援の情報収集について


